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⑦ＡＭＤＡ米

　
　
「
こ
れ
が
子
ど
も
た
ち
の
元
気
の
源
に
な

る
。
そ
う
思
う
と
う
れ
し
く
て
ね
」
。
山
積

み
の
米
袋
を
見
上
げ
、
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
岡
山
市
北
区
）
の
代
表
・

菅
波
茂
（
7
4
）
が
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
環
境
衛
生
事
業
や
農
産
物
の
生
産
販
売
を

手
掛
け
る
十
字
屋
グ
ル
ー
プ
（
真
庭
市
）
の

倉
庫
。
菅
波
が
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
支
援
米
」
ど
呼

ぶ
２
４
０
袋
（
計
７
・
２
卜
し
は
、
近
い
将

来
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
な
ど
大
規
模
災
害
へ
の
備
え
だ
。
有
事

の
際
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
協
定
を
結
ん
で
い
る
同

グ
ル
ー
プ
が
被
災
地
に
届
け
る
。

　
災
害
備
蓄
米
は
２
０
１
６
年
か
ら
確
保
し

て
い
る
。
室
温
を
1
2
度
に
保
っ
た
倉
庫
に
、

も
み
の
状
態
で
ス
ト
ッ
ク
し
一
定
新
聞
が
た

つ
と
更
新
す
る
。
入
れ
替
え
で
倉
庫
か
ら
出

す
米
を
活
用
し
て
も
ら
う
先
と
し
て
、
孚

ど
も
食
堂
」
を
選
ん
だ
。

　
岡
山
県
内
の
経
済
団
体
や
大
学
、
自
治
体

ど
も

な
ど
に
呼
び
掛
け
1
7
年
1
2
月
、
座
学
官
民

組
織
「
こ
ど
も
食
堂
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
」
を
発
足
さ
せ
、
米
の
無
償
配
布
を

始
め
た
。
年
４
回
で
、
こ
れ
ま
で
に
子
ど

も
食
堂
や
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
延
べ
3
7
団
体
に
計
約
４
ト
ン
を
提
供
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
下
で
、
子

ど
も
食
堂
な
ど
の
連
携
グ
ル
ー
プ
が
始
め

た
子
育
て
家
庭
へ
の
食
料
支
援
事
業
に
も

活
用
さ
れ
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
世
界
中
の
災
害
被
災
地
や

紛
争
地
域
で
、
医
療
チ
ー
ム
の
派
遣
▽
水

・
食
料
・
医
療
品
と
い
っ
た
支
援
物
資
の

提
供
▽
復
興
支
援
１
な
ど
の
活
動
を
展
開

す
る
。
設
立
は
１
９
８
４
年
。
今
で
は
3
2

力
国
・
地
域
に
支
部
を
置
き
、
昌

年
間
約
８
千
万
円
（
2
0
年
度
）

集
め
る
。
世
界
有
数
規
模
に

な
っ
た
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ

Ｏ
）
が
、
子
ど
も
食
堂
に
気

を
配
る
理
由
を
菅
波
は
「
資

金
も
人
員
も
ま
ま
な
ら
な

い
、
運
営
に
苦
労
し
た
初
期

の
わ
れ
わ
れ
と
重
な
る
ん
で

す
よ
」
と
言
う
。

　
無
料
・
低
額
で
食
事
を
提

供
す
る
子
ど
も
食
堂
は
、
地

域
住
民
の
交
流
の
場
で
あ

り
、
貧
困
や
孤
立
と
い
っ
た

の
活
動
費
の
大
半
を
寄
付
で
七
。
句

集
め
る
Ｉ
世
界
有
数
規
模
に
ｙ
彭

社
会
課
題
に
も
向
き
合
う
。

個
人
、
住
民
グ
ル
ー
プ
、
Ｎ

の

Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
運
営
者
は
さ
ま
ざ
ま
。
多

く
が
食
材
や
資
金
の
寄
付
に
支
え
ら
れ
、

手
弁
当
で
活
動
し
て
い
る
。

　
自
宅
で
月
１
回
、
「
お
か
え
り
こ
ど
も

食
堂
」
　
（
岡
山
市
北
区
）
を
開
く
上
平
敏

子
（
7
4
）
も
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
米
の
提
供
を
受
け
て

い
る
。
1
6
年
に
活
動
を
始
め
た
頃
の
利
用

者
は
数
人
だ
っ
た
が
、
最
近
は
3
0
人
ほ
ど

に
。
感
染
拡
大
で
弁
当
配
布
に
切
り
替
え

た
昨
年
４
月
以
降
は
毎
回
8
0
食
前
後
を
用

意
す
る
。
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
協
力
者
か

ら
米
や
野
菜
も
寄
せ
ら
れ
「
や
り
く
り
は

大
変
だ
が
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
支
え
が
あ

っ
て
続
け
ら
れ
て
い
る
」
と
感
謝
す
る
。

岡
山
県
内
で
子
ど
も
食
堂
が
広
が
り
始

十字屋グループの倉庫を訪れたＡＭＤＡの菅波代
表（中央）。支援米を提供し子ども食堂をサポー
トしている一真庭市（今中継樹撮影）

担
め
た
の
は
６
年
ほ
ど
前
。
今
や
5
0
力
所
以
上

と
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
は
右
肩
上
が
り
だ
っ

た
が
、
そ
の
勢
い
に
コ
ロ
ナ
禍
が
水
を
差
し

た
。
大
半
が
休
止
し
、
再
開
の
見
通
し
が
立

た
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
　
「
市
民
性
の
高
い
こ
の
活
動
を
途
絶
え
さ

せ
て
は
い
け
な
い
」
と
言
う
の
は
川
崎
医
療

福
祉
大
（
倉
敷
市
）
の
講
師
・
直
島
克
樹
（
4
0
）

＝
社
会
福
祉
学
。
早
く
か
ら
子
ど
も
食
堂
の

潜
在
能
力
に
着
目
し
、
普
及
を
提
唱
し
て
き

た
直
島
は
「
地
域
の
中
か
ら
自
発
的
に
生
ま

れ
、
制
度
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
由
に
動

く
。
だ
か
ら
こ
そ
コ
ロ
ナ
下
で
は
食
料
支
援

の
原
動
力
に
な
っ
た
。
災
害
時
に
も
力
を
発

揮
で
き
る
」
と
強
調
す
る
。

　
西
日
本
豪
雨
の
発
生
か
ら
１
ヵ
月
後
の
1
8

年
８
月
。
「
う
の
っ
こ
食
堂
」
　
（
岡
山
市
中

区
）
は
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
倉
敷
市
真

備
町
地
区
の
避
難
所
で
炊
き
出
し
を
し
た
。

民
生
委
員
ら
約
2
0
人
の
メ
ン
バ
ー
が
２
０
０

人
分
の
カ
レ
ー
を
調
理
。
代
表
の
杉
本
美
緒

（
6
4
）
は
「
野
菜
を
食
べ
て
い
な
い
と
い
う
被

災
者
の
声
を
聞
き
、
思
い
立
っ
た
。
普
段
の

活
動
が
あ
っ
た
か
ら
す
ぐ
に
動
け
た
」
と
振

り
返
る
。

　
食
を
通
じ
て
柔
軟
に
支
援
の
手
を
伸
ば
す

ー
。
多
様
な
役
割
を
担
え
る
子
ど
も
食
堂
だ

が
、
歴
史
は
ま
だ
浅
い
。
菅
波
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

が
後
ろ
盾
に
な
る
こ
と
で
信
頼
度
を
高
め
、

協
力
者
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
の
理
念
「
相
互
扶
助
」
の
身
近
な
実

践
者
と
し
て
共
感
す
る
か
ら
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
井
上
光
悦
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
文
中
敬
称
略
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